
（３－１）学校跡地を核としたまちの活性化

【業績目標】

▶活用事業者の公募実施
生野小、生野南小、林寺小

▶活用に向けた商品化
御幸森小、生野小、生野南小、林寺小

◆今後の方向性

マーケットサウンディングにおいて確認できた、
事業者の活用提案内容を踏まえつつ、活用条件等の
整理を行ったうえで、活用事業者の公募を進める。

生野南小学校跡地活用計画案（抜粋）
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（３－１）学校跡地を核としたまちの活性化
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◆取組の進捗状況

・生野区地域公共交通検討会（９月開催中止）
→ 区ホームページ上での資料提供及び社会実験に関する意見募集を実施

・福祉こうつう会議（５月・8月開催中止）
→ 11月以降開催予定

地域公共交通検討会の様子（令和２年度）

（１－４）持続可能な地域公共交通の推進

ま
ち
未
来

62



◆業績目標

「生野区地域公共交通検討会」などにおける「新たな地域公共交通」の

認知度、理解度 ６0％以上

◆現状・課題

●赤バス廃止等により、交通不便地域が生じており、地域の特性や
実情を踏まえた安定的な移動手段の確保が求められている。

●日常生活の移動に影響のある地域が存在し、さらに、近年高齢者
の自転車事故が多く発生していることなど、公共交通の重要性・必要性
はますます高まっている。

◆今後の方向性
引き続き、オンデマンドバスの社会実験の進捗状況を見ながら、地域公共

交通検討会等を開催してくとともに、オンデマンドバスの認知度向上に向けた
取組みを進めていく。

（１－４）持続可能な地域公共交通の推進
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◆取組の進捗状況

・広報紙の全戸配布の実施（通年）

・区広報紙にてテーマを設定した特集記事・連載記事の作成（毎月）

・その他各種広報ツールを活用し、まちに魅力を感じるような情報発信

・生野区公式ブログ「チームいくみん通信」
（５件投稿・13,677件ビュー ８月末時点）

・各種イベント等の報道提供、メディアへの積極的な情報提供
（７件提供・１件取り上げ：８月末時点）

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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・公民連携による「シティプロモーション」の推進

「（一社）いくのもり」と連携した情報発信
「（株）大都」「Greensnap（株）」と連携し、新型コロナ禍での新しい
形の魅力発信としてスマホアプリ上で花と緑のフォトコンテストを開催

【業績目標】

・公式ブログのビュー数の年間目標：18,000件

・提供した情報がメディアで取り上げられた回数：12回以上

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透

（株）大都、GreenSnap（株）事業連携協定締結式

からふる生野区フォトコンテスト
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◆課題など

・生野区の魅力を発掘し内外に浸透させていくことが必要。

→ 生野区に住んでいる方が感じている区の魅力や、子育て層
が移り住みたいと思う情報、若者が訪れたくなるような情
報の発信強化

【今後の方向性】

・生野区のまちを持続可能で発展するまちとするため、区内の魅力
の発掘・発信や資源（ヒト・モノ・カネ）の循環の活性化といっ
た、シティプロモーション戦略、特に、若年・子育て層への効果
的な情報発信に取り組む

・公民連携によるシティプロモーションの推進に向けて、引き続き
取り組む

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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◆取組の進捗状況
・生野区を盛り上げるためのさまざまな取組を自主的に行っている区民や団体等の
活動紹介・応援（PR協力）等の広報支援

「持続可能なまちづくり事業」に認定された
団体事業の特集記事の掲載
（広報紙：7月号半面特集）など

・区内中学校等における「やさしい日本語」
講座開催

・マスコットキャラクター「いくみん」
ラインスタンプ販売：28件

・地域イベント等へのプレイスメイキンググッズ（机・いす等）の貸出し
（プレイスメイキング事業）

（２－２）区民のわがまち意識を育てる
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【業績目標】

生野区を盛り上げるさまざまな取り組みが各地域で行われていることを

知っている区民の割合：60％以上

◆課題など

区民アンケートからもわかるように、
区民が自分のまち生野区への魅力を感じ、
誇りに思うといった「わがまち意識」が
まだまだ十分ではなく、そのための区民
の満足度を引き続き高めていく必要がある。

【今後の方向性】

区民のまちに対する愛着や誇りといった、いわゆる「わがまち意識」醸成
のため、シティプロモーションの一環として、区民が持つ生野区に対する
イメージや評価の向上に向けて取り組む。

生野のまちづくりに区民が積極的に参加していることを発信し、まちづくり
への一体感の醸成に取り組む。

（２－２）区民のわがまち意識を育てる

生野区は、様々な人々が訪れ、住みたいと
感じられるような魅力あるまちだと感じますか。

R2区民
アンケート
より

無回答 そうである
そうでない

どちらかと
言えば
そうである

どちらかと
言えば
そうでない
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◆取組の進捗状況

・地域課題の発見、共有、解決に向けた会議「地域虎の巻会議」等の開催 ２地域
・気軽に誰もが参加でき、交流できる場の提供（まちカフェ） ６回
・まちづくりセンターによる、まち協と企業等の連携支援 12件
・区役所内にまち協の情報発信コーナーの設置（随時）
・各地域現状や課題等を情報共有するための「ブロック担当者会議」の開催 ６回
・連合振興町会長において行政情報の提供 １回
・町会加入促進の案内チラシの配付やHPでの広報（随時）

地域虎の巻会議 区役所内まち協情報発信コーナー
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（３－1）地域活動協議会（まち協）の自律運営促進について
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【業績目標】

・まちづくり協議会の構成団体が、自分の地域に即した支援を受けることが
できていると感じた割合：92.7%以上

・まちづくりセンター等の支援を受けた団体が支援に満足している割合：
80.9％以上

・まち協を知っている区民の割合：52.4％以上

地域まちづくり協議会の取り組み例

各種事業：百歳体操

（３－1）地域活動協議会（まち協）の自律運営促進について
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◆課題
・地域活動の担い手の高齢化が進んでおり、新たな人材の発掘は急務となって
いる。

【今後の方向性】
・コロナ禍により地域活動が停滞していたが、今後も、誰でも気軽に参加し交流
できるイベントを開催し、まちづくりセンターの支援のもと、さらなる自律に
向けた取り組み実施していく。

新たな担い手の育成に向けた交流会（まちカフェ）の様子
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（３－1）地域活動協議会（まち協）の自律運営促進について
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